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我々は光送受信アンテナとして機能する Si 格

子シフト型フォトニック結晶導波路（LSPCW）光偏

向器とそのLiDAR応用を研究している 1)．LiDAR

では，送信光が対象物で反射され，導波路に戻

る．対象物の距離の二乗に反比例する受信強度

を大きくするためには，長い LSPCW が求められ

る．しかし製作される LSPCWには 10 dB/cmオー

ダーの伝搬損失があり，単に長尺化しても受信強

度が向上しない．そこで全体損失を抑制し，実効

導波路長（アンテナとしての開口長）を拡大するた

め，縦列アレイ構成を提案してきた 2)．今回は製

作した素子で送受信実験を行い，アレイ構成によ

る送受信特性の向上を確認した． 

Fig. 1 に示すように，分割数 N が異なる縦列ア

レイ型 LSPCW を製作した．N = 1 の素子は長さ

1.17 mmの通常の LSPCWである．N = 2，4の素

子は長さ 0.97 mmの LSPCWが複数縦列に配置

され，Si細線分岐回路によって各LSPCWへ光が

分配される．各 LSPCW は，送信光の角度を調整

するための TiN 熱光学ヒータを備えている．チッ

プ面内には製作時の不均一があるため，別々の

LSPCW から送信される光にはわずかな角度ずれ

があり，これが遠方でビームを複雑に分裂させる．

しかし角度を調整することで，単一の主要ピーク

をもつビーム形状となる．Fig. 2 はコリメートレンズ

を通過後に観測されたビーム形状である．N = 1

のビームの半値全幅は 0.15°であったが，N = 2，4

ではそれぞれ 0.04°，0.02°に狭幅化した．ちなみ

に，これらと同等のビーム幅を維持しつつ，本素

子で可能な 20°以上の偏向範囲を光フェーズドア

レイで得るためには 1000 素子以上が必要となる

ので 3)，本素子の優位性は明らかである．また，調

整した状態でFMCW LiDARの送受信を行い，距

離情報となるビート信号強度を比較した結果が

Fig. 3 である．N を 2 倍ずつ増やすと信号強度は

約 6 dBずつ増加した．つまり，アレイ構成により開

口長を長くすることで，受信強度がおよそスケーリ

ングできることが確認された． 

本研究は JST-ACCEL プロジェクトの援助を得

て行われている． 
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